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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 2021年６月２日（水）発行 ━━ 

 

メルマガ～開示会計を学ぶ～ Vol.75 

 

━━━━━━━━━━━━ 株式会社スリー・シー・コンサルティング ━━ 

 

１ 会計ニュースダイジェスト（2021年 5月） 

 

２ 会計基準の公表予定等 

 

３ ワンポイント開示会計問題演習 

 「連結株主資本等変動計算書関係・連結キャッシュフロー計算書関係１」 

 

４ 児玉厚の開示川柳「 キャッシュ・フロー 予算システム 宣言へ 」 

 

５ 編集後記 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 会計ニュースダイジェスト（2021年 5月） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

１）IFRS「経営者による説明」指針案を公表（5月 27日） 

 （意見募集期限：2021年 11月 23日） 

https://www.ifrs.org/news-and-events/news/2021/05/iasb-consults-on-a-new-framework-for-

management-commentary/ 

 

 

２）JICPA、監査報告書への XBRLタグ付けに関する研修会を実施（5月 26日） 

 （研修会実施は 3月 18日） 

https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210526fjd.html 

 

 

３）IFRS「法人所得税」を改正（5月 7日） 

 

https://www.ifrs.org/news-and-events/news/2021/05/iasb-clarifies-accounting-for-deferred-

tax-on-leases-and-decommissioning-obligations/ 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ 会計基準の公表予定等 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

・先月公表された基準等については上記「会計ニュースダイジェスト」を 

 ご覧ください。（【 】は「会計ニュースダイジェスト」の番号） 

 

１）IFRS（2021年 9月までの公表予定） 

（無印：確定 ED：公開草案 DP：ディスカッションペーパー 

 RI：情報要請） 
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（１）メンテナンスプロジェクト 

 

 ・単一取引から生じる資産負債に関連する繰延税金（IAS第 12号改正）： 

  2021年 5月済【3)】 

 

（２）リサーチプロジェクト 

 

 ・適用後レビュー（金融商品－分類と測定）：RI 2021年 7-9月予定 

 

（３）基準設定プロジェクト 

 

 ・開示上の取組み（SMEs である子会社）：ED 2021年 7月予定 

 ・経営者による説明：ED 2021年 5月済【1)】 

 

 ・ワークプラン 

 https://www.ifrs.org/projects/work-plan/ 

 

 ・IASB Update 

 https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/iasb/ 

 

 

２）日本基準 

 

（１）公正価値測定に関するガイダンス及び開示：2021年 6月予定 

 

（２）連結納税制度の見直しへの対応（実務対応報告 5・7号） 

 ：2021年 8月予定 

 

 ・現在開発中の会計基準に関する今後の計画（更新：2021年 6月 1日） 

 https://www.asb.or.jp/jp/project/plan.html 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

３ ワンポイント開示会計問題演習 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

４ 児玉厚の開示川柳 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊児玉厚（株式会社スリー・シー・コンサルティング 代表取締役）による 

 「開示川柳」をお届けしております。 

 

「 キャッシュ・フロー 予算システム 宣言へ 」 

 

2020年に製造業の月次予算ＣＦを計算する仕組みを 
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「設例と図解でわかる企業予算編成マニュアル」＜共著＞（清文社） 

［４版まで増刷・現在絶版］(Amazon 中古 12,800円～)を発刊し、 

その後「予算会計」「改訂増補予算会計」を同出版社から発刊し、 

いずれも絶版となっている。 

 

CF予算の演習講座やセミナーで CF予算の重要性を 20年以上、説いてきている。 

 

１．不正会計が発生する主たる原因は無理なＰＬ予算を強いることにある。 

  ＰＬは操作可能だが目標をＣＦにすれば、ＣＦ操作はほぼ不可能になり、 

  不正の芽を摘むことができる。 

 

２．例えば、営業部の目標を売上高から営業収入に替えた場合、営業マンは 

  貸倒リスクのある先へは販売しないし、契約締結する際も、回収条件を 

  短くし、長期ＰＪの契約の場合は着手金・中間金をもらうカタチで 

  契約交渉する様になる。不良債権が発生しなくなるので管理コスト・ 

  管理支出も減る。結果として会社全体のキャッシュが増える。 

  増えたキャッシュは成長分野へ継続的に投資する。成長分野が実際に 

  成長すると、社員や株主に還元される。これが本当の 

  キャッシュ・フロー経営である。 

 

 

2016年 10月に、日本初の複式簿記によるＣＦ予算自動作成システム 

「予算会計エクスプレス」（特許取得）をリリースした。 

 

20年以上経過したが、依然予算実務は単式簿記型のＰＬ予算の 

ままになっている。 

 

「私がこの世を去った後に、キャッシュ・フロー予算が常識の世の中に 

 なるのかな～」とさえ思うのだ。（笑） 

 

ただ、興味深い資料がサイトに掲載されていたのでご紹介する。 

 

＊続きはメルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

５ 編集後記 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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